
プライステックとダイナミックプライシング

• プライステックとは、価格決定を科学的に⾏うテクノロジーのことで、プライスとテクノロジーを組
み合わせた造語。プライシングテックともいう。

• 需要増減に合わせて価格を柔軟に変動させるダイナミックプライシングが代表例である。
• ホテルや航空機の価格を繁忙期や閑散期によって変動させる仕組みは従来からあるが、AIによって⽇
や時間ベースでも対応が可能となった。

• プライシング（価格の設定や調整）をAIや機械学習といったデジタル技術を⽤いて運営する。
価格設定・調整要因 ＜ダイナミックプライシングの機能＞

• 合理的な価格調整による利益の最⼤化。
• 新しいビジネスモデルへの適⽤と消費者の⾏動変容。

⾦融情報の学修

問い合わせ先︓教授 ⼭﨑 ⽅義 yamasaki@asu.ac.jp

愛知産業⼤学 総合情報学科（設置構想中）

⾦融資産を株式や債券といった証券で投資運⽤する際に、SNSなどを通じて得た間違った情報にだまさ
れる「SNS投資詐欺」が多数発⽣しており、社会問題となっている。この背景には、①「フィルターバ
ブル」と②「エコーチェンバー効果」がある。

①「フィルターバブル」
個⼈の興味に基づく特定の
投資情報が各⾃の泡に包ま
れて届き、異なる意⾒に触
れる機会が失われる現象

②「エコーチェンバー効果」
似た意⾒を持つ⼈々が集まるコミュニティ内で、同じような意
⾒が部屋の中で反響し、特定の投資情報が繰り返し共有される
ことで、その情報が正しいと信じ込むようになる現象

これらの現象が組み合わさることで、
詐欺的な投資話に対する批判的な視点
がなくなり、詐欺に陥りやすくなる。
詐欺に遭わないためには、正しい⾦融
経済知識（⾦融リテラシー）を⾝につ
けることが必要。

参考動画

⾼校におけるDX推進に向けたメタバース・アバター活⽤の可能性

●メタバース空間、アバターを
活⽤した授業を開発・実践

●通学やコミュニケーションが
困難な学⽣、多様な学習スタイ
ルに対応 ➡ 学習のアクセシビ
リティと効果を⾼める⽬的

＜経緯と⽬的＞ ＜主な取り組み内容と成果＞

＜技術的課題への対応＞
●VR酔い対策︓テレポート

移動、スムースターンを導⼊
●無関係なユーザーの混⼊、⾳

声トラブル、参加環境の制約
（PCスペック等）への対応

① メタバース英会話授業(2024年度)
●仮想空間を外部委託し実験的取り組み
●実験授業︓全国各地から学⽣がリモート参加
学⽣の操作習得も早く「楽しい」「新鮮」と
前向きな感想、良好なコミュニケション活動

② 仮想空間の構築と内製化(2025年度)
●学内で制作・改良可能な体制を整備
●仮想教室モデルをRevitで
⾃作、Cluster上で展開

●VRゴーグルを使⽤した実験
授業を教室にて実施
好感触が得られ、
仮想空間授業への興味が増幅

チケットのダイナミックプライシング例


